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教
育
が
行
わ
れ
、
９
年
間
連
続
性

の
あ
る
教
育
を
受
け
る
が
、
英
語

が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い

の
が
実
状
だ
。
英
語
の
教
育
に
お

い
て
進
捗
状
況
は
。
w
英
語
検
定

を
活
用
し
、
英
語
力
を
身
に
つ
け

て
は
。
中
学
校
卒
業
時
に
大
多
数

が
英
検
３
級
取
得
レ
ベ
ル
に
持
っ

て
い
く
よ
う
に
指
導
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
所
見
は
。

教
育
次
長

q
小
学
生
か
ら
英

語
を
学
習
す
る
に
あ
た
り
、
親
し

む
、
身
に
つ
け
る
、
活
用
す
る
と

い
っ
た
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
学
習

ス
テ
ッ
プ
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い

る
。
w
英
検
は
英
語
力
の
指
標
の

ひ
と
つ
と
と
ら
え
、
全
中
学
校
が

年
２
回
以
上
の
英
検
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
３
級
取
得
率
は
全
国
平

均
お
よ
び
都
の
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
。
今
後
と
も
、
国
際
社
会
を

生
き
抜
く
英
語
力
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
英
語
教
育

の
充
実
を
図
る
。

「
生
き
る
権
利
」
と
生
活
保
護

に
つ
い
て

q
生
活
保
護
受
給
者
が
昨
年
205

万
人
を
超
え
、
１
か
月
に
約
１
万

の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
て
お
り
、
財

政
負
担
は
重
い
も
の
と
な
っ
て
く

る
。
高
齢
者
や
職
を
失
う
方
々
に
、

区
と
し
て
の
救
済
策
、
例
え
ば
品

川
区
で
10
年
以
上
住
民
税
等
を
納

め
て
い
た
方
々
に
対
し
て
何
ら
か

の
雇
用
の
確
保
を
行
い
、
不
労
所

得
で
は
な
い
形
で
生
き
る
権
利
の

行
使
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
が
、

区
の
考
え
は
。
雇
用
対
策
等
に
よ

っ
て
生
活
保
護
受
給
者
を
減
ら
す

と
い
う
考
え
方
へ
の
所
見
は
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
雇
用

対
策
は
本
来
国
が
行
う
べ
き
も
の

だ
が
、
区
は
品
川
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
し
対
象
者
に
対
す
る
集
中

の
3
実
施
状
況
等
は
。
e
課
題
等

は
。
w
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
宿
泊
防

災
訓
練
の
実
施
を
す
る
考
え
は
。

e
社
会
の
変
容
に
伴
う
学
校
の
存

在
意
義
に
つ
い
て
3
考
え
は
。

e
所
管
が
ク
ロ
ス
す
る
際
、
主
体

と
な
る
の
は
。
r
児
童
セ
ン
タ
ー

等
を
学
校
に
入
れ
、
地
域
の
青
少

年
育
成
の
拠
点
に
し
て
は
。

教
育
次
長

q
3
６
月
と
12
月

の
２
回
実
施
し
、
床
で
の
睡
眠
や

非
常
食
に
よ
る
朝
食
を
体
験
し
た
。

e
関
係
機
関
等
と
の
調
整
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
だ
。
w
地
域
が
主

体
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

e
3
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
を

実
現
し
て
き
て
い
る
。
e
教
育
委

員
会
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
。
r
ハ
ー
ド
面
か
ら
学
校
内

に
移
設
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。

災
害
救
助
法
と
自
治
体
に
つ
い
て

q
東
日
本
大
震
災
へ
対
応
し
た

費
用
１
億
６
千
725
万
円
の
う
ち

3
救
援
物
資
の
運
搬
等
の
額
は
。

e
国
の
財
政
支
援
の
対
象
や
区
の

予
算
上
の
負
担
は
。
w
災
害
救
助

法
の
見
直
し
を
す
る
よ
う
他
自
治

体
と
連
携
し
て
は
。
e
今
回
の
被

災
地
の
障
害
者
入
所
施
設
に
3
品

川
区
か
ら
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は

い
る
の
か
。
e
支
援
の
状
況
等
は
。

区
長

q
3
支
援
物
資
の
運
搬

に
２
千
770
万
円
な
ど
だ
。
e
国
の

負
担
が
６
割
で
、
一
部
都
の
負
担

金
と
財
調
交
付
金
を
予
定
し
て
い

q
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸

付
事
業
の
周
知
に
問
題
は
。
w
教

育
等
に
関
す
る
複
数
の
所
管
に
ま

た
が
る
事
業
で
、
連
携
が
と
れ
な

い
問
題
の
解
決
方
法
は
。
e
中
学

校
の
夏
季
休
業
中
の
講
習
は
平
均

８
日
だ
が
、
残
り
の
期
間
の
有
効

活
用
を
。
r
学
力
的
に
中
位
・
上

位
の
生
徒
向
け
の
講
座
等
は
3
ど

の
よ
う
な
講
座
か
。
e
成
果
を
検

証
し
、
次
年
度
に
生
か
し
て
い
る

の
か
。
t
先
生
方
の
自
主
的
な
意

欲
等
を
喚
起
し
、
支
援
し
て
い
く

方
策
は
。
y
小
学
生
が
問
題
行
動

な
ど
を
起
こ
し
た
場
合
、
中
学
校

で
も
指
導
を
受
け
続
け
る
事
例
が

あ
る
。
一
貫
校
で
の
指
導
は
。

教
育
次
長

q
事
業
の
定
着
等

に
よ
り
件
数
は
増
加
し
て
い
る
。

w
学
校
は
可
能
な
限
り
協
力
し
て

お
り
、
事
業
内
容
に
応
じ
た
対
応

を
行
っ
て
い
る
な
ど
だ
。
e
個
別

の
学
習
相
談
期
間
を
設
け
る
な
ど

し
て
い
る
。
r
3
全
中
学
校
で
受

験
校
の
過
去
問
題
に
取
り
組
む
コ

ー
ス
等
を
実
施
し
、
平
成
23
年
度

は
延
べ
４
千
313
名
の
９
年
生
が
参

加
し
た
。
e
教
務
主
任
会
等
で
他

校
に
周
知
す
る
な
ど
だ
。
t
補
習

授
業
に
指
導
助
手
を
配
置
す
る
な

ど
し
て
い
る
。
y
連
続
性
を
持
っ

た
指
導
で
健
全
育
成
に
取
り
組
む
。

学
校
の
新
た
な
存
在
意
義

に
つ
い
て

q
伊
藤
学
園
の
合
同
合
宿
訓
練

る
。
w
全
国
市
長
会
の
緊
急
決
議

で
強
く
要
請
し
て
い
る
。
e
3
介

護
保
険
被
保
険
者
の
数
は
23
名
だ
。

e
保
険
料
等
の
免
除
を
案
内
し
た
。

区
の
相
談
事
業
に
つ
い
て

q
相
談
事
例
等
に
つ
い
て
3
ど

の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る
の
か
。

e
学
校
等
に
対
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
、
生
か
し
て
い
る
の
か
。

w
区
民
相
談
室
の
相
談
は
3
系
統

化
さ
れ
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

e
過
去
の
事
例
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
知
ら
せ
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長

q
3
次
の
相
談
に

つ
な
げ
た
り
、
研
修
で
活
用
を
図

る
な
ど
だ
。
e
教
育
相
談
は
報
告

書
で
学
校
に
情
報
提
供
す
る
な
ど

だ
。
w
3
専
門
性
の
高
い
も
の
は

各
課
に
つ
な
ぎ
、
的
確
に
答
え
て

い
る
。
e
調
査
検
討
の
対
象
だ
。

区
と
区
内
社
会
福
祉
法
人
と
の

関
係
に
つ
い
て

q
区
内
社
会
福
祉
法
人
の
収
益

事
業
等
の
例
は
。
w
障
害
者
の
就

労
の
場
と
し
て
、
特
例
子
会
社
設

立
等
に
関
わ
っ
て
は
。
e
区
か
ら

の
補
助
金
依
存
を
解
消
す
る
努
力

が
必
要
で
は
。
r
区
内
社
会
福
祉

法
人
に
区
の
元
職
員
が
何
人
い
て
、

成
果
等
は
。
t
今
後
ど
の
よ
う
に

施
策
を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
パ
ン

製
造
販
売
な
ど
実
績
を
上
げ
て
い

る
。
w
t
困
難
な
課
題
が
あ
る
中
、

地
道
に
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
育
て

て
い
く
と
い
う
確
実
さ
も
重
要
と

考
え
る
。
e
一
定
の
支
援
は
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
、

補
助
金
依
存
に
は
あ
た
ら
な
い
。

r
元
幹
部
職
員
は
９
名
で
、
区
と

の
情
報
の
共
有
化
や
連
携
の
窓
口

の
役
を
果
た
す
な
ど
し
て
い
る
。

q
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
避
け
て
通
れ

な
い
道
だ
が
、
諸
外
国
に
有
利
な

形
で
の
参
加
に
な
る
と
、
日
本
の

中
小
事
業
者
の
多
く
が
生
活
の
基

盤
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

区
内
の
事
業
者
を
守
る
た
め
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
波
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く

の
か
。

区
長

q
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は

今
後
の
協
議
次
第
で
日
本
経
済
や

国
民
生
活
へ
の
影
響
が
出
る
と
思

わ
れ
る
。
区
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
危
機
に

対
し
、
で
き
る
限
り
の
支
援
や
施

策
を
と
っ
て
き
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
も
動
向
を
注
視
し
、
中
小
企

業
の
状
況
に
合
わ
せ
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る

英
語
教
育
に
つ
い
て

q
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
な
ど
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
に
立
っ
て
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
、
日
本
の
英
語

教
育
に
よ
る
語
学
力
で
対
応
し
て

い
け
る
の
か
。
区
で
は
小
中
一
貫

大西　光広　議員（みんな）

ＴＰＰ参加が区内事業者に
およぼす影響と品川区の
バックアップ体制について

区
立
学
校
に
お
け
る

様
々
な
施
策
に
つ
い
て

高
橋
　
慎
司

議
員

（
無
品
）

的
な
就
職
相
談
を
行
う
な
ど
取
り

組
み
を
強
化
し
た
。
平
成
22
年
度

に
は
262
世
帯
で
就
労
を
開
始
し
、

９
千
400
万
円
余
り
の
保
護
費
の
削

減
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
高
齢
世

帯
に
つ
い
て
は
年
金
受
給
資
格
確

認
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

紹
介
し
、
収
入
確
保
に
つ
な
げ
て

い
る
。
国
の
社
会
保
障
審
議
会
で
、

就
労
促
進
や
生
活
保
護
制
度
の
見

直
し
を
含
む
貧
困
・
格
差
対
策
な

ど
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
区
と
し

て
は
就
労
の
確
保
な
ど
の
個
別
的

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

区
長
選
と
区
議
補
選
に
つ
い
て

q
区
長
選
挙
と
区
議
会
議
員
補

欠
選
挙
の
費
用
は
税
金
で
賄
わ
れ

る
が
、
無
駄
使
い
に
繋
が
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
今
の
状
況
で

こ
の
ま
ま
３
年
ほ
ど
経
つ
と
品
川

区
で
は
区
長
選
挙
と
区
議
補
選
を

行
う
こ
と
に
な
る
。
区
議
補
選
を

行
っ
た
と
き
の
経
費
は
通
常
選
挙

に
加
え
、
約
１
億
円
多
く
か
か
っ

て
い
る
。
こ
の
１
億
円
を
区
民
生

活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
使
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
議
会

は
補
選
時
に
自
主
解
散
す
べ
き
と

考
え
る
。
自
主
解
散
に
対
す
る
区

の
偽
ら
ざ
る
考
え
を
伺
う
。

総
務
部
長

q
区
長
選
挙
は
４

年
ご
と
に
執
行
し
、
区
議
会
議
員

に
欠
員
が
あ
る
と
補
欠
選
挙
を
同

時
に
執
行
す
る
。
議
員
全
員
を
対

象
と
す
る
一
般
選
挙
は
統
一
地
方

選
挙
で
行
わ
れ
る
た
め
、
約
半
年

で
選
挙
が
続
く
が
、
公
職
選
挙
法

の
定
め
に
よ
る
選
挙
な
の
で
、
経

費
は
必
要
な
費
用
と
考
え
る
。
自

主
解
散
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

法
の
特
例
と
し
て
議
会
は
解
散
の

議
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
が

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
議
会
が

自
主
的
に
判
断
す
る
事
柄
だ
。

採
択
し
、
報
告
を
求
め
た
陳
情
に
つ
い
て

平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
で
採
択
し
、
区
長
に
報
告
を

求
め
た
陳
情
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
っ
た
の

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

品
川
区
の
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
被
ば
く
か
ら
守
る
為

の
陳
情

（
食
材
の
検
査
に
つ
い
て
）

給
食
用
食
材
の
放
射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て
は
、
献
立

の
中
か
ら
主
要
な
５
品
目
を
選
定
し
、
小
・
中
学
校
と
保

育
園
と
に
分
け
、
１
週
毎
に
交
代
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
い

た
し
ま
す
。

（
水
道
水
に
つ
い
て
）

東
京
都
水
道
局
の
水
道
水
は
、
放
射
能
測
定
を
毎
日
行

っ
て
い
ま
す
。
１
歳
未
満
の
乳
児
を
含
め
飲
用
に
問
題
が

な
い
と
の
測
定
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

（
食
材
の
選
定
に
つ
い
て
）


